
三
　
調
査
船
の
歴
史

�
初
代
　
阿
波
丸
（
七
・
四
ト
ン
）
　
大

正
三~

八
年

大
正
三
年
当
時
、
沖
合
漁
場
の
試
験
調
査
に
用

い
る
試
験
船
が
な
か
っ
た
た
め
民
間
漁
船
を
借
り

上
げ
使
用
し
て
い
た
。
鮪
延
縄
漁
業
試
験
を
は
じ

め
と
し
て
沖
合
の
漁
場
調
査
に
用
い
る
た
め
の
漁

業
調
査
船
を
建
造
す
る
こ
と
と
な
り
、
同
年
一
二

月
に
竣
工
し
た
。
建
造
と
同
時
に
、
高
知
県
安
芸
郡

甲
浦
港
を
根
拠
地
と
し
て
鮪
延
縄
漁
業
試
験
を
開

始
し
た
。
ま
た
、
海
部
郡
沖
合
室
戸
岬
近
海
に
お
け

る
秋
冬
季
の
鮪
漁
業
の
効
率
化
を
目
的
と
し
て
、

昼
夜
共
に
適
応
す
る
延
縄
の
適
否
や
漁
場
範
囲
遊

泳
層
を
探
求
し
た
ほ
か
、
帆
船
に
よ
る
操
業
方
法

の
試
験
を
行
っ
た
。
特
筆
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
大

正
四
年
に
、
漁
業
者
が
大
正
二
年
に
発
見
し
た
「
阿

波
沚
」（
現
在
の
大
正
礁
）
の
測
深
調
査
や
大
正
礁

の
漁
場
開
発
調
査
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

他
、
大
正
五
年
に
は
和
歌
山
県
水
産
試
験
場
と
共

同
し
て
毎
月
一
回
本
県
伊
島
と
和
歌
山
県
日
御
碕

の
間
の
横
断
観
測
（
紀
阿
海
峡
横
断
観
測
）
を
実
施

し
た
。

�
二
代
目
　
阿
波
丸
（
一
七
・
四
ト
ン

一
五
馬
力
）　
大
正
八
年~

昭
和
三
年

　
大
正
八
年
二
月
に
代
船
建
造
工
事
に
着
手
し
、

同
年
五
月
に
竣
工
し
た
。
本
船
の
建
造
に
よ
り
遠

洋
へ
の
試
験
が
可
能
と
な
り
、
和
歌
山
県
勝
浦
港

あ
る
い
は
串
本
港
を
根
拠
地
と
し
て
鮪
延
縄
漁
業

試
験
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
伊
島
以
南
の

漁
場
で
の
漁
獲
の
増
大
を
目
的
に
深
海
で
も
操
業

可
能
な
発
動
機
手
繰
網
漁
業
試
験
を
実
施
し
た
。

大
正
九
年
に
は
、
鯛
漁
場
調
査
を
行
い
、
高
知
県
沖

合
か
ら
北
上
し
鳴
門
を
通
過
し
て
瀬
戸
内
海
に
入
る

回
遊
経
路
を
明
ら
か
に
し
た
。
高
知
県
か
ら
和
歌
山

県
沖
合
に
か
け
て
鰹
漁
場
を
探
索
し
、
鰹
群
の
位

置
、
魚
群
の
濃
淡
、
遊
泳
方
向
お
よ
び
潮
流
の
方
向

の
ほ
か
海
況
を
海
部
郡
漁
業
協
同
組
合
組
合
長
会
に

速
報
し
た
。
大
正
一
一
年
に
は
鮪
延
縄
漁
業
試
験
の

操
業
範
囲
を
拡
大
し
、
高
知
県
か
ら
和
歌
山
県
沖
合

に
出
漁
し
、
本
漁
業
が
有
望
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
ま
た
、
鰹
漁
業
調
査
に
つ
い
て
も
、
釣
獲

試
験
を
行
い
餌
付
の
良
否
を
漁
業
者
に
速
報
し
た
。

�
三
代
目
　
阿
波
丸
（
七
一
・
五
四
ト

ン
一
三
〇
馬
力
）　
昭
和
三~

二
〇
年

昭
和
三
年
一
二
月
、
遠
洋
漁
船
を
指
導
し
、
更
に

漁
場
の
開
拓
を
図
る
た
め
に
大
型
試
験
船
が
建
造
さ

れ
た
。
昭
和
四
年
に
は
、
神
奈
川
県
三
崎
を
根
拠
地

と
し
て
、
高
知
県
沖
合
よ
り
北
海
道
沖
合
に
至
る
広

範
囲
に
お
い
て
行
い
、
昭
和
五
年
か
ら
は
神
奈
川
県

三
崎
町
を
根
拠
地
と
し
て
房
総
沖
合
か
ら
青
森
県
沖

合
に
か
け
て
鮪
延
縄
漁
業
試
験
を
行
っ
た
。
さ
ら

に
、
昭
和
八
年
に
は
、
中
型
鮪
延
縄
漁
船
の
新
漁
場

を
開
拓
す
る
目
的
で
、
台
湾
高
雄
州
高
雄
港
を
根
拠

地
と
し
て
南
シ
ナ
海
の
鮪
延
縄
漁
業
に
従
事
し
、
漁

業
の
探
険
及
び
漁
獲
物
販
売
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

行
っ
た
。
南
シ
ナ
海
で
は
、
昭
和
一
三
年
ま
で
同
海

区
一
帯
の
漁
場
の
推
移
、
漁
況
の
変
遷
や
漁
具
漁
法

の
適
否
等
に
つ
い
て
試
験
調
査
を
行
っ
た
ほ
か
、
漁

獲
物
の
処
理
販
売
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
ま
た
、
初

春
に
は
鹿
児
島
県
山
川
港
や
高
知
県
清
水
港
を
根
拠

地
と
し
て
、
沖
縄
県
沖
合
か
ら
高
知
県
沖
合
に
か
け

て
鰹
漁
場
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の
頃
、
新
漁
場
開
拓

の
た
め
九
州
西
岸
及
び
朝
鮮
南
西
岸
の
漁
業
一
般
を

視
察
し
た
。
昭
和
九
年
か
ら
一
三
年
に
か
け
て
、
所

要
経
費
の
減
少
及
び
操
業
回
数
の
増
加
に
よ
り
漁
業

者
の
経
営
を
助
け
る
た
め
、
土
佐
沖
か
ら
沖
縄
列
島

沖
合
お
い
て
カ
ジ
キ
マ
グ
ロ
漁
業
試
験
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
一
四
年
に
は
、
新
漁
場
を
開
拓
す
る

た
め
、
和
歌
山
県
勝
浦
港
を
根
拠
地
と
し
て
、
紀
南

礁
、
鳥
島
及
び
八
丈
島
沖
合
に
至
る
海
区
に
お
い
て

ト
ン
ボ
マ
グ
ロ
延
縄
漁
業
試
験
を
行
っ
た
。
こ
の
試

験
で
は
、
餌
料
の
比
較
、
漁
具
・
漁
法
の
改
良
、
漁

獲
物
の
処
理
、
販
路
関
係
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
い

漁
場
の
経
済
的
価
値
を
検
討
し
た
。

�
初
代
　
と
く
し
ま
丸
（
一
四
・
八
四

ト
ン
二
五
馬
力
）
　
昭
和
一
三
年~

　
昭
和
一
四
年
、
不
振
の
小
型
発
動
機
船
振
興
策
の

一
つ
と
し
て
海
部
郡
沖
合
の
百
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
深
海
漁
場
を
開
拓
し
て
出
漁
指
導
を
す
る
た

め
、
深
海
漁
業
試
験
を
行
っ
た
。
試
験
に
は
底
延
縄

漁
具
を
使
用
し
、
魚
介
類
の
分
布
・
移
動
状
況
、
餌

料
の
比
較
、
漁
具
漁
法
の
改
良
、
漁
獲
物
の
処
理
及

び
底
質
等
の
調
査
を
行
っ
た
。

初代阿波丸二代目阿波丸

三代目阿波丸



�
二
代
目
　
と
く
し
ま
丸
（
一
八
・
三

一
ト
ン
二
五
馬
力
）
　
昭
和
二
三~

三

〇
年

　
昭
和
二
三
年
八
月
、
試
験
船
が
竣
工
し
た
。
昭
和

二
三
年
か
ら
二
四
年
に
か
け
て
、
さ
ん
ま
、
あ
じ
、

さ
ば
等
の
主
要
魚
族
に
対
す
る
電
気
集
魚
灯
の
蝟
集

効
果
に
つ
い
て
、
起
業
試
験
を
行
っ
た
。
昭
和
二
三

年
下
旬
に
は
、
春
季
と
秋
季
に
沿
岸
に
来
遊
す
る
鰹

に
つ
い
て
、
大
島
沖
合
か
ら
高
知
県
佐
喜
浜
沖
合

で
、
鰹
延
縄
漁
業
試
験
を
行
っ
た
。
ま
た
、
海
況
異

変
の
実
態
と
重
要
水
族
の
漁
獲
実
態
と
の
相
関
関
係

を
調
査
し
、
漁
況
の
予
察
及
び
関
係
者
へ
の
通
信
等

の
処
置
を
実
施
す
る
と
と
も
に
生
産
力
の
拡
充
を
図

る
た
め
、
観
測
点
二
四
点
で
海
象
（
六
項
目
）
及
び

気
象
（
六
項
目
）
の
沿
岸
定
線
横
断
観
測
（
海
洋
観

測
）
を
実
施
し
た
。
昭
和
二
五
年
に
は
、
南
海
地
震

に
よ
る
海
況
の
変
化
と
漁
業
へ
の
影
響
を
調
査
す
る

た
め
、
魚
群
探
知
機
を
使
用
し
て
水
深
と
底
質
を
詳

細
に
調
査
し
た
。
さ
ら
に
、
水
深
及
び
水
質
等
の
海

況
を
勘
案
し
て
新
た
な
漁
場
を
探
知
す
る
な
ど
、
漁

業
者
に
操
業
指
針
を
提
供
し
た
。
昭
和
二
六
年
か
ら

二
七
年
に
か
け
て
毎
月
一
回
、
外
洋
七
海
里
沖
合
室

戸
岬
、
伊
島
、
日
御
碕
、
沼
島
及
び
蒲
生
田
を
結
ぶ

総
行
程
百
一
一
四
海
里
、
地
点
一
二
点
に
お
い
て
紀

伊
水
道
定
線
海
洋
観
測
を
実
施
し
た
。
紀
伊
水
道
以

南
の
海
域
は
外
洋
性
の
海
象
の
た
め
小
型
試
験
船
で

は
調
査
に
支
障
を
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
二
七
年

四
月
に
は
、
漁
船
の
減
船
整
理
に
よ
る
底
曳
網
漁
船

を
買
い
上
げ
改
造
し
、
試
験
船
「
と
く
し
ま
丸
」（
三

一
・
四
三
ト
ン
八
〇
馬
力
）
が
竣
工
、
深
海
底
曳
網

漁
業
試
験
、
漁
場
調
査
及
び
海
洋
観
測
の
た
め
に
活

躍
し
た
。

�
三
代
目
　
と
く
し
ま
丸
（
三
〇
・
七

一
ト
ン
一
二
〇
馬
力
）
　
昭
和
三
一~

四
二
年

　
昭
和
三
一
年
に
沿
岸
漁
業
調
査
指
導
船
が
竣
工
し

た
。
昭
和
三
一
年
お
よ
び
三
二
年
の
漁
期
に
、
浅
海

及
び
深
海
（
一
三
〇~

三
一
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
漁
獲

物
組
成
と
ガ
ス
エ
ビ
（
ヒ
ゲ
ナ
ガ
エ
ビ
）
の
生
態
に

つ
い
て
調
査
し
た
。
昭
和
三
三
年
か
ら
三
四
年
に
か

け
て
、
深
海
底
曳
網
漁
業
の
振
興
を
計
る
た
め
、
曳

網
方
法
、
実
態
漁
獲
物
の
組
成
、
漁
場
の
価
値
と
収

容
適
正
漁
船
数
等
の
基
礎
的
な
研
究
調
査
を
行
っ

た
。
昭
和
三
三
年
か
ら
三
六
年
に
か
け
て
、
春
季
の

海
況
調
査
を
行
い
、
黒
潮
分
岐
流
の
強
弱
や
接
岸
状

況
を
把
握
し
、
鰹
魚
群
の
来
遊
量
の
多
寡
を
予
測
す

る
と
と
も
に
漁
場
形
成
を
予
測
し
た
。
昭
和
三
六
年

か
ら
は
、
沿
岸
漁
業
の
振
興
を
計
る
た
め
未
利
用
漁

場
の
開
発
と
操
業
区
域
の
拡
大
の
た
め
、
伊
島
沖
か

ら
日
和
佐
沖
の
海
区
を
魚
群
探
知
機
で
詳
細
に
探
索

し
、
魚
礁
位
置
、
魚
礁
形
成
及
び
海
底
の
状
態
を
把

握
し
て
漁
場
に
適
応
し
た
漁
獲
試
験
を
行
っ
た
。
昭

和
三
八
年
、
海
部
沿
岸
海
区
で
、
天
然
礁
の
高
度
利

用
と
、
漁
閑
期
の
活
用
を
計
る
た
め
、
培
養
魚
礁（
飼

付
）
を
設
置
し
て
魚
群
の
動
向
、
飼
付
状
態
、
投
餌

量
、
投
餌
時
期
及
び
集
魚
効
果
に
つ
い
て
の
調
査
を

実
施
し
た
。

�
四
代
目
　
と
く
し
ま
（
七
一
・
六
六

ト
ン
五
百
五
〇
馬
力
）
　
昭
和
四
二~

五
九
年

　
昭
和
四
一
年
、
県
下
漁
業
者
が
漁
業
調
査
の
充
実

と
漁
業
取
締
り
の
強
化
を
求
め
て
、
代
船
の
建
造
を

知
事
に
陳
情
し
た
結
果
、
県
漁
連
が
建
造
し
、
完
成

後
に
県
に
譲
渡
し
た
。
昭
和
四
二
年
六
月
、
漁
業
指

導
取
締
船
が
竣
工
し
た
。
昭
和
四
二
年
か
ら
、
海
洋

観
測
に
併
行
し
て
沿
岸
漁
業
の
資
源
保
護
の
た
め
漁

業
取
締
り
を
年
間
五
〇
日
計
画
で
実
施
し
た
。
昭
和

四
三
年
、
海
況
と
回
遊
性
重
要
魚
種
の
来
遊
、
漁
場

形
成
と
の
相
関
関
係
を
究
明
し
、
漁
海
況
予
報
精
度

の
向
上
に
努
め
、
漁
船
漁
業
の
能
率
的
な
操
業
並
び

に
経
営
の
合
理
化
に
資
す
る
た
め
、
漁
況
海
況
予
報

事
業
を
開
始
、
同
時
に
年
四
回
、
特
殊
項
目
調
査
を

実
施
し
た
。
モ
ジ
ャ
コ
の
適
正
採
捕
量
、
解
禁
時
期

の
決
定
等
の
基
礎
資
料
と
す
る
目
的
で
四
月
中
旬
に

モ
ジ
ャ
コ
来
遊
量
調
査
を
実
施
し
た
。
昭
和
四
五
年

か
ら
四
八
年
に
か
け
て
、
イ
セ
エ
ビ
フ
ィ
ロ
ゾ
ー
マ

幼
生
の
生
態
を
明
ら
か
に
し
て
種
苗
生
産
は
も
と
よ

り
、
資
源
補
給
機
構
の
解
明
す
る
目
的
で
、
稚
魚

ネ
ッ
ト
を
用
い
て
フ
ィ
ロ
ゾ
ー
マ
幼
生
の
採
集
を
行

い
、
日
本
で
最
初
に
、
沿
岸
近
く
ま
で
採
集
さ
れ
て

い
な
い
成
長
の
進
ん
だ
フ
ィ
ロ
ゾ
ー
マ
幼
生
を
含
め

て
多
量
に
採
集
し
た
。
昭
和
四
七
年
か
ら
四
九
年
の

三
年
間
、
南
部
沿
岸
海
域
を
主
体
に
夏
季
の
ス
ル
メ

イ
カ
漁
場
開
発
試
験
を
実
施
し
た
。
昭
和
五
二
年
か

ら
、
二
〇
〇
カ
イ
リ
水
域
内
漁
業
資
源
操
業
調
査
と

し
て
卵
稚
仔
魚
群
分
布
精
密
調
査
と
魚
卵
稚
仔
量
集

二代目とくしま丸三代目とくしま丸

四代目とくしま丸



中
調
査
を
行
っ
た
。
昭
和
五
四
年
、
大
型
回
遊
魚
を

対
象
と
し
た
「
漬
」
漁
業
の
操
業
実
態
を
把
握
し
、

改
善
・
合
理
化
へ
の
指
針
を
求
め
る
目
的
で
「
漬
」

漁
業
実
態
調
査
を
行
っ
た
。
昭
和
五
五
年
か
ら
五
七

年
に
か
け
て
、
よ
り
効
果
的
な
大
型
魚
礁
設
置
の
た

め
の
基
礎
資
料
の
集
積
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
沈
設
状
況
を
調
査
し
た
。

�
五
代
目
　
と
く
し
ま
（
六
七
ト
ン
八

〇
〇
馬
力
）　
昭
和
五
九
年~

平
成
一

二
年

　
昭
和
五
八
年
、
二
〇
〇
カ
イ
リ
水
域
内
漁
業
時
代

の
到
来
と
と
も
に
、
水
産
資
源
の
保
存
管
理
と
漁
場

環
境
の
調
査
を
目
的
と
し
て
漁
業
調
査
船
を
建
造
し

た
。
昭
和
五
九
年
か
ら
、
播
磨
灘
域
の
漁
場
環
境
の

保
全
並
び
に
恒
久
的
な
漁
場
の
維
持
、
漁
場
生
産
の

向
上
を
目
的
と
し
て
播
磨
灘
に
五
定
点
を
設
け
、
播

磨
灘
南
部
域
環
境
調
査
を
開
始
し
た
。
平
成
元
年
、

マ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
構
想
に
基
づ
く
海
域
利
用
新
技

術
実
用
化
試
験
の
一
環
と
し
て
、
深
層
の
海
底
地

形
、
水
塊
構
造
、
底
層
流
を
調
査
し
湧
昇
流
の
漁
場

形
成
の
可
能
性
を
検
討
す
る
目
的
で
湧
昇
流
漁
場
調

査
を
行
っ
た
。
平
成
元
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
、
由

岐
沖
人
工
礁
造
成
事
業
で
施
工
さ
れ
た
魚
礁
の
効
果

判
定
に
資
す
る
た
め
に
海
況
調
査
及
び
魚
群
量
調
査

を
行
っ
た
。
平
成
二
年
か
ら
は
、
適
正
な
漁
業
の
管

理
方
式
を
開
発
す
る
目
的
で
卵
稚
仔
採
集
と
海
洋
環

境
を
調
査
し
、
漁
況
予
測
か
ら
資
源
の
合
理
的
利
用

ま
で
を
可
能
に
す
る
環
境
お
よ
び
資
源
管
理
モ
デ
ル

を
構
築
し
た
。
さ
ら
に
、
海
部
沿
岸
の
漁
場
環
境
保

護
対
策
調
査
研
究
の
一
環
と
し
て
、
海
部
沖
合
定
線

で
特
殊
項
目
調
査
を
実
施
し
た
。
平
成
五
年
か
ら
、

日
和
佐
町
明
丸
地
先
に
お
け
る
ハ
マ
チ
養
殖
場
周
辺

域
の
底
質
環
境
を
把
握
す
る
目
的
で
、
採
泥
調
査
を

行
っ
た
ほ
か
、
超
音
波
式
潮
流
計
（
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｐ
）
を

用
い
て
、
海
部
郡
沿
岸
の
流
向
・
流
速
を
観
測
し
た
。

平
成
六
年
か
ら
は
、
シ
ラ
ス
を
対
象
に
来
遊
量
、
来

遊
期
間
、
来
遊
群
の
組
成
等
に
関
す
る
予
測
技
術
の

開
発
を
行
う
た
め
に
、
播
磨
灘
に
お
い
て
海
洋
観
測

及
び
卵
稚
仔
調
査
を
実
施
し
た
。
平
成
七
年
に
は
、

将
来
の
イ
セ
エ
ビ
人
工
種
苗
放
流
の
可
能
性
に
つ
い

て
、
イ
セ
エ
ビ
の
初
期
生
態
を
主
と
し
た
本
種
の
生

態
等
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
で
、
海
部
沖
合
定
線
に

お
い
て
稚
魚
ネ
ッ
ト
に
よ
る
採
集
を
行
っ
た
。

�
六
代
目
　
と
く
し
ま
（
八
〇
ト
ン
一

二
〇
〇
馬
力
）　
平
成
十
二
年~

平
成
一
二
年
、
国
連
海
洋
法
条
約
の
批
准
と
共

に
、
水
産
資
源
の
適
切
な
保
存
管
理
と
持
続
的
利
用

を
基
本
と
す
る
時
代
へ
の
転
換
期
を
迎
え
、
優
れ
た

機
動
力
と
迅
速
に
海
洋
環
境
や
資
源
の
現
存
量
を
把

握
す
る
た
め
最
新
鋭
の
調
査
機
器
を
備
え
た
漁
業
調

査
船
を
建
造
し
た
。
三
〇
年
以
上
続
く
定
線
海
洋
観

測
を
さ
ら
に
充
実
し
精
度
の
高
い
デ
ー
タ
を
得
る
と

と
も
に
、
新
た
に
ト
ロ
ー
ル
調
査
、
ソ
リ
ネ
ッ
ト
調

査
及
び
深
海
カ
ニ
籠
調
査
な
ど
海
洋
資
源
に
関
す
る

調
査
を
開
始
し
た
。

（
今
治 

美
久
）

五代目とくしま
六代目とくしま


